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1. 序論 

気管挿管・人工呼吸は気道・呼吸・循環・意識などに問題のある患者への気道確保，呼吸補助など

の目的で行われるが，合併症として気道浮腫による気道狭窄が出現することがあり再挿管のリスクとな

る．抜管後の喘鳴や嗄声などの症状は気道狭窄を示唆する所見として重要である．これまで女性，長

期挿管，複数回の挿管試行等が抜管後気道狭窄発症のリスクとして報告されている（Pluijms et al., 

2015）．特に女性であることは抜管後気道狭窄のリスクとしてよく知られており，女性では男性に比べて

解剖学的に気道サイズが小さいことが主な原因と考えられている．このため画像による気道サイズの評

価を行うことで抜管後気道狭窄のリスクを検出できる可能性がある．ＣＴ検査は救急現場において頻繁

に行われる検査であるが，CT画像によって測定された気道サイズが抜管後気道狭窄症状と関連がある

かどうかについて十分な検討はなされていない． 

本研究の目的は抜管後気道狭窄症状と，CT画像から測定された気道サイズとの間に関連があるか

どうかを評価することである． 

 

2. 方法 

本研究は 12床の救急集中治療室を有する三次救命救急センター/重症外傷センターにおける単一

施設観察研究として実施した．研究期間は 2016年 1月から 2019年 3月までとし，救急外来で救急医

あるいは救急医の監督の下で気管挿管された 20歳以上の患者のうち，気管挿管の前後 3時間以内

に声門部を含む CT画像が撮影された患者を解析対象とした．患者登録シートを作成して前向きに患

者データの収集を行った．分析にあたっては，カイ二乗検定を用いて抜管後気道狭窄症状の出現率を
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男女間で比較した．気道のサイズは性別により異なるため，その後の解析は男女毎に分けて行った．男

女それぞれのグループにおいて，抜管後気道狭窄症状の有無で二群に分け比較検討した．抜管後気

道狭窄に関連する因子を検出するために単変量ロジスティック回帰分析および多重ロジスティック回帰

分析を行った．ロジスティック回帰分析を行うにあたっては，気道サイズに占める気管チューブサイズを

示す数値として声門横径/気管チューブ外径比が１未満であるか否かという指標を用いて評価を行っ

た．多重ロジスティック回帰分析において使用する独立変数は，多重共線性を考慮し選択した．  

本研究は横浜市立大学医学系研究倫理委員会の承認を得て実施した [承認番号 D1506007, 初

回承認日 2015年 7月 17日]． 

 

3. 結果 

解析対象は 212例でうち 68例が女性，144例が男性であった．抜管後気道狭窄症状出現の割合

は女性 33例 (49%)，男性 39例 (27%)で有意に女性に多かった（p = 0.002）．抜管後気道狭窄症状

出現の有無で患者の体格や使用したチューブサイズに差は認めなかった．挿管試行回数や挿管日数

も男女のいずれにおいても抜管後気道狭窄症状の有無で差は認めなかった．性別ごとの気道サイズを

抜管後気道狭窄を認めた群と認めなかった群で比較すると，声門横径 (mm) の中央値 [四分位値]は

女性においてそれぞれ 10.40 [9.80-10.40]mm と 10.40 [10.40-10.45]mm，男性においてそれぞれ 11.36 

[11.20-12.15]mm と 11.49 [11.20-12.28]mmであった．女性患者において声門横径/気管チューブ外径

比の中央値 [四分位値] (平均)は抜管後気道狭窄を認めた症例と認めなかった症例においてそれぞ

れ 1.00 [1.00-1.00] (0.9572)と 1.00 [1.00-1.00] (1.00296)であった（p = 0.013）．多重ロジスティック回帰

分析では女性において声門横径/気管チューブ外径比 < 1が抜管後気道狭窄症状に関連していた 

(Odds ratio [OR]: 95％ confidence interval [CI] = 5.68 [1.04-30.97])．男性においては抜管後気道狭窄

症状と関連する有意な因子は認めなかった． 

 

4. 考察 

本研究においても過去の報告と同様に，男性に比べて女性で有意に多く抜管後気道狭窄症状が出

現していた．さらに気道サイズの検討では，女性において抜管後気道狭窄症状の有無で声門横径/気

管チューブ外径比に差を認め，多重ロジスティック回帰分析において声門横径/気管チューブ外径＜1

が抜管後気道狭窄症状に関連していた．すなわち女性において声門横径が気管チューブの外径より

狭いことが抜管後気道狭窄症状に関連していることが判明した．しかし男性では気道サイズと抜管後気

道狭窄症状に関連はみられなかった．今回の研究において女性患者の 87%で内径 7.0mm以上（外径

10.4mm以上）のカフ上吸引付き気管チューブが使用されていたが，CT画像によって測定された女性

患者の声門部横径の中央値は 10.4mmであり内径 7.0mmのカフ上気管吸引付き気管チューブは女

性患者には太い可能性が示唆される．しかし細い径の気管チューブの使用は気道分泌物の排泄や吸

引に不利，使用可能な気管支ファイバーが限定される，呼吸器離脱時に気道抵抗が増加するなど呼吸

器管理上の不利益となる可能性がある．さらにカフ上吸引付き気管チューブは人工呼吸器関連肺炎予

防に一定の効果があると報告されている（Klompas et al., 2022）．気管挿管時の気管チューブサイズ選

択の際には気道浮腫のリスクだけでなく患者の呼吸状態を考慮して選択する必要がある． 



結論として，女性患者において声門横径/気管チューブ外径比は抜管後気道狭窄症状が出現した

群でより小さく，さらに挿管前に撮影された CT画像で声門部左右径が使用した気管チューブの外径よ

り小さいことは抜管後気道狭窄症状の出現と関連していた．この結果は女性患者において挿管前に抜

管後気道狭窄症状出現のリスクが高い患者を検出することで適切な気管チューブサイズを選択し，また

抜管前治療介入の選択をする一助となる． 
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